
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

   
 

学 校 名 海津市立西江小学校 

実 施 期 間 １２月６日（土） 

実 施 概 要 
   

  家族参観 保護者とともに「もちつき体験」  

ＰＴＡ資源回収 
     授業参観   

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  ☑自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者           ６５       人 
  

 
  計       ６５      人 

地域関係者             ０       人 

実 施 状 況 
 

・朝７時からＰＴＡ資源回収を行った。地区委員さん中心に各地区の集会

所や玄関に出していただいた資源ごみを体育館駐車場に運んでもらい、

その後分別して、業者に回収してもらった。 

・ＰＴＡ主催で杵と臼を使った餅つき体験を全校児童と保護者で行い、交

流を深めた。ＰＴＡ役員さんが中心になって、もち米を蒸したり、餅つ

きの諸準備をしていただいたりした。 

・お父さん方は、４つのグループに分かれて、杵で餅をつく作業を行って

いただき、子どもたちにも体験させていただいた。 

・つき上がったもちにきなこや醤油を付けて、みんなで味わい、昔から伝

わる餅つきの方法を知ることができた。 

・授業を参観していただき、子どもたちの学習の様子を知っていただいた。 

成果及び課題 
  

   

・餅つき体験のために、ＰＴＡ役員の方を中心に高学年の保護者の方が朝

から準備に来てくださった。子どもたちのために保護者で協力し、共に

活動することで、保護者同士の親睦も深まった。 

・なかよし班に分かれ保護者の方々の支援を受けながら、重い杵を振り上

げて餅をつく体験を全児童が行った。みんなで「よいしょ、よいしょ。」

とかけ声をかけながらつき、できたてのふっくらとしたお餅を食べるこ

とで、お世話になった方たちへの感謝の気持ちをもつと共に、昔からの

伝統的餅つきに親しむことができた。 

・みんなでついたお餅にきなこ、砂糖醤油、ココア、あんこ、大根おろし

等を付けながら、なかよし班みんなで輪になって食べることで、仲間意

識を育むことができた。 

 

 


